「もちろん、 ここにお 集まりの うちに 本職の 人の いな 

いのは 判って おります から、 当節の ことばで いう 本格 

の 探偵 物語 を 伺いたい と 申す ので は ございません。 今 

晚は 単に 一 種の 探偵 趣味の 会合と して、 そういう 趣味 

に 富んだ お 話 をき かして 下されば よろしい ので、 なに 

も 人殺しと か 泥坊と かいうよ うな 警察 事故に 限った こ 

とで はない ので ございます。 そこで、 どなた からと 申 

すよりも、 やはり 前回の 先例に ならいまして、 今晚も 

まず 星 崎さん から 口切り を 願う わけに はまい ります ま 

、ゝ o 一 

V 力 」 

星 崎さん は 前回に 「青蛙 神」 の怪を 語った 人で ある。 



名 ざ しで 引出されて、 頭 を かきながら ひ と 膝 ゆす リ出 

た。 

「では、 今夜 もまた 前座 を 勤めます かな。 なにぶん 突 

然 のこと で、 面白い お 話 も 思い出せな いのです が …… _ 

わたしの 友人に 佐 山 君と いうの がお ります。 現在 は X 

X 会社の 支店長に なって 上海に 勤めて いますが、 こ 

のお 話 —— 明治 三十 七 年の 九月、 日露戦争の 最中で、 

リ よ-つよう 

遼陽 陥落の 公報が 出てから 一 週間 ほど 過ぎた 後の こ 

とです。 —— の 当時 はま だ 二十 四、 五の 青年で、 北の 

地方の 某 師団 所在地に ある 同じ 会社の 支店 詰めで あつ 

たそうで、 勿論、 その 地位 もま だ 低い、 単に 一 個の 若 



い 店員に 過ぎなかった のです。 XX 会社 は その 頃、 そ 

の 師団の 御用 を うけたまわって、 何 かの 軍需品 を 納め 

ていたので、 戦争 中 は 非常に 忙 がしかった そうです。 

佐 山 君 は 学校 を 出た ばかりで、 すぐに この 支店に 廻 さ 

れて、 あまりに 忙 がしい ので 一時 は 面 くらって しまつ 

たが、 それ も だんだんに 馴れて 来て、 ようよう 一人前 

の 役目が まずと どこお りなく 勤められる ようにな つ た 

頃に、 この 不思議な 事件が 出来した のです から、 その 

つもりで お 聞きく だ さいご 

こういう 前置き をして、 彼 はかの 佐 山 君と 火薬庫と 

じょ ラ 

狐と に関する 一 場 の 奇怪な 物語 を 説き出した。 



は 柳の 立 木に 自転車 をよ せかけ て、 巻 煙草 をす いっけ 

た。 

「そんなに 急いで 帰る にも 及ぶまい。 おれ は 今日 だけ 

でも ほかの 人た ちの 三倍ぐ らい も 働いた の だ ご 

こんな 自分勝手の 理屈 を 考えながら、 佐 山 君 は 川柳 

ねか. -. こ ゆうもや 

の 根方に 腰をおろして、 鼠色の 夕靄が だんだんに 浮き 

出して くる 川し もの 方 を ゆっくりと 眺めて いた。 川の 

むこうに は 雑木林に 深く つつまれた 小高い 丘が 黒く 横 

た わって、 その 丘に は 師団の 火薬庫の ある こと を 佐 山 

君 は 知っていた。 そうして、 その 火薬庫 付近の 木立 や 

草 むらの 奥に は、 昼間で も 狐 や 狸が 時 どきに 姿 を あら 



「わざと 知らぬ顔 をして いたの かも 知れない ご 

大尉 は忙 がしい 暇 をぬ すんで、 自分の 好きな 魚釣り 

に 出て 来た。 そこ を 自分に 認められた。 この 軍国 多事 

の 際に、 軍人が 悠長ら しく 釣竿な ど を 持 出して いると 

ころ を、 人に 見つけられて は 工合が 悪い ので、 彼 はわ 

ざと 知らぬ顔 をして 行き過ぎて しまった。 —— そんな 

, J と は 実際な いと もい えない。 佐 山 君 は 大尉が 無愛想 

の 理由 をまず こう 解釈して、 そのままに 自分の 店へ 

帰った。 夕飯 を 食う ときに、 佐 山 君 は 古参の 朋輩に 訊 

いた。 

「向田 大尉 は 釣りが 好きです かご 



いる ほかに は、 なんにも 新しい 発見 はなさそう であつ 

た。 

三 

特務 曹長に 別れて 帰る 途中 も、 佐 山 君 はこの 奇怪な 

事件の 解決に 苦しんで いた。 どう 考えても、 そんな 不 

思議が この 世の中に あるべき 害がなかった。 しかし、 

ど - J の 国で も 戦争な ど の 際に はと かく いろいろの 不思 

議が 伝えられる もので、 現に 戦死者の 魂が わが 家に 

戻って 来たと いうよう な 話が、 この 町で も 幾度 か 伝え 



Irt ヽ ち。 

1 一 11 口 レ / 

「そうだ ご と、 支店長 は 気の毒 そうに 言った。 「今 だ 

から 言う が、 あの人 はやめ たんだよ ご 

「なぜです ご 

「悪い 弟 を 持つ たんで ね ご 

支店長 はいよ いよ 気の毒 そうな 顔 をして いたが、 そ 

の 以上の 説明 はなん にも 与えて くれなかった。 向田 大 

尉 —— あの 勤勉な 向田 大尉 は、 軍国 多事の 際に 職 を や 

めた ので ある。 佐 山 君 もなん だか 暗い 心 持に なって、 

黙って 支店長の 前 を 退いた。 
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